
 
別記５ 

総合評価点算定基準（超簡易型 農業土木関係）     農政部試行 

 

 

１ 総合評価点の算定方法 

総合評価点は、以下すべてを満たす者について、次の算式により算定する。 

①入札書が無効でない者 

②予定価格の制限の範囲内の者（失格となった者を除く。） 

 

総合評価点＝価格点＋価格以外の評価点 

 

 

２ 価格点の算定方法 

（１）価格点は、次の算式により算定する。 

価格点＝ ８５ ×（１－入札価格／予定価格） 

〔小数点以下第４位を四捨五入〕 

 

（２）入札価格は各入札者の入札金額とし、入札価格及び予定価格は、いずれも消費税 

を含まないものにより算定する。 

 

 

３ 価格以外の評価点の算定方法 

価格以外の評価点は１５点満点とし、入札者が提出した評価項目算定資料（添付書

類を含む。）について、次の評価点算定基準に基づき算定した評価点の合計とする。 



超簡易型総合評価落札方式（農業土木関係）評価算定基準 農政部試行 

【企業関係評価項目】               超簡易型－表１ 

評 価 項 目 配 点 評 価 基 準 評 価 点 

① 企業工事成績評定 

入札日の属する年度の前年度から過去３年間の対象工事

に該当する、群馬県（知事部局）発注工事の種類別（○○○

○工事）工事成績評定点（特定建設工事共同企業体の構成員

としての評定点を含む。）の平均値により評価する。 

対象となる評定点がない場合は、平均値を65点とみなす。 

４．０点 ７７点以上 ４．０点 

７６点以上７７点未満 ３．５点  

７５点以上７６点未満 ３．０点 

７４点以上７５点未満 ２．０点 

７３点以上７４点未満 １．０点 

７０点以上７３点未満 ０．５点 

７０点未満 ０点 

② 企業の施工実績 

評価対象工事を元請けとして施工した実績（特定建設工事

共同企業体の構成員としての実績を含む。）により評価する。 

評価対象工事は、｢４｣の要件による。 

※｢４｣に要件を記入する。 

１．５点 ５年以内の実績有り １．５点 

５年を超える実績有り １．０点 

実績無し ０点 

③ 企業の優良工事の受賞 

入札日の属する年度の前々年度及び前年度の群馬県優良

建設工事表彰の受賞（特定建設工事共同企業体の構成員とし

ての受賞を含む。）の有無により評価する。 

２．０点 知事表彰有り ２．０点 

部長表彰有り １．０点 

所長表彰有り ０．５点 

無し ０点 

④ 災害時等の地域貢献 

入札日現在における、群馬県との間で災害応急対策業務に

関する協定等（特定家畜伝染病に関する細目協定を含む）の

締結の有無、入札日の属する年度の前年度から過去３年間

（特定家畜伝染病に関する細目協定締結の場合は１０年

間）、及び当該年度においては評価項目算定資料提出日まで

の間に、災害時の応急対応等群馬県が管理する社会資本の維

持管理に対し、緊急な出動の有無、特定家畜伝染病に関する

細目協定による県からの要請に基づく現地調査等の準備工

若しくは防疫作業に関する出動により評価する。 

０．５点 締結有り ０．５点 

締結無し ０点 

１．０点 当該発注工事箇所が存す

る土木事務所管内におけ

る緊急な出動あり、あるい

は特定家畜伝染病の本格

的な防疫作業における出

動あり 

１．０点 

 

群馬県内（当該発注工事箇

所が存する土木事務所管

内を除く）における緊急な

出動あり、あるいは特定家

畜伝染病の現地調査等の

準備工事等における出動

あり 

０．５点 

出動なし ０点 

⑤ 県内企業の下請活用 

 １件１００万円以上の県内企業との１次下請負契約の金

額が1次下請負契約の総額に占める割合により評価する。 

１．０点 下請負の８０％以上が県

内企業である場合 

１．０点 

下請負の５０％以上の金

額を県内企業が占める場

合 

０．５点 

上記以外 ０点 

       小  計  １０．０

点 

  

※１ ⑤における「下請負の契約」とは、元請負者（落札者）が他の建設業者と締結する請負契約であり、建設業法



第２条第４項に規定する下請契約をいう。 
※２ ⑤において「１件１００万円以上」とは、税込金額をいう。 
※３ ⑤において県内企業とは、建設業法に基づき許可を受けた本店が群馬県内にある建設業者をいう。 
※４ ⑤において元請負者（落札者）が県内企業であって、下請契約が２０％未満で残を自社で施工する場合は、「下

請負の８０％以上が県内企業である場合」と同等の評価とする。 

 

 

【技術者関係評価項目】               超簡易型－表２ 

評 価 項 目 配 点 評 価 基 準 評 価 点 

⑥ 配置予定技術者工事成績評定 

主任技術者又は監理技術者として携わった、入札日の属す

る年度の前年度から過去３年間の対象工事に該当する、群馬

県（知事部局）発注工事の種類別（○○○○工事）工事成績

評定点（特定建設工事共同企業体の構成員としての評定点を

含む。）の最高点により評価する。 

対象となる評定点がない場合、最高点を６５点とみなす。 

３．０点 ８０点以上 ３．０点 

７８点以上８０点未満 ２．５点 

７６点以上７８点未満 ２．０点 

７３点以上７６点未満 １．０点 

７０点以上７３点未満 ０．５点 

７０点未満 ０点 

⑦ 配置予定技術者の施工経験 

評価対象工事を主任技術者又は監理技術者として施工し

た経験により評価する。 

評価対象工事は、｢４｣の要件による。 

１．０点 ５年以内の実績有り １．０点 

５年を超える実績有り ０．５点 

経験無し ０点 

⑧ 配置予定技術者の所有資格 

資格の取得状況により評価する。 

１．０点 ６に示す資格を取得し、か

つＣＰＤの取り組みあり 

１．０点 

６に示す資格を取得 ０．５点 

６に示す資格を取得（ただ

し、２級土木施工管理技士

等の場合） 

０．３点 

無し ０点 

  小 計  ５．０点   

 

合 計  

 

１５．０

点 

 
 

 



４ 価格以外の評価項目における評価対象工事は、次の条件に該当する工事とする。 

（記載例） ※記入すること。原則、過去１０年間とする。 

平成○○年以降に、群馬県内において完成引き渡しが完了した、国、地方公共団体、特殊法人

等発注の橋長が○ｍ以上で○車線以上、設計荷重○○以上の現場打ち鉄筋コンクリート構造の道

路橋下部工工事 

 

５ 評価項目算定資料については、次のとおり取扱うものとする。 

（１） 配置予定技術者を１人に特定できない場合は、複数の技術者を配置予定技術者とすることが

できる。この場合、配置予定技術者の施工経験等について提出を求める評価項目算定資料は、

すべての配置予定技術者について提出するものとする。 

配置予定技術者の工事成績評定、施工経験及び所有資格の評価点は、最も低い評価を受けた

者をもって算定する。 

（２） 工事成績評定（企業項目①、技術者項目⑥）については、平成○○年４月１日から平成○○

年３月３１日までに竣工した、□□□□工事とする。 

        なお、上記の工事成績評定について、不明なものがある場合は、発注機関に確認することが

できる。 

※○○（年度）、□□□□（工事種別：土木一式等）を記入する。 

（３） 企業の施工実績及び配置予定技術者の施工経験（企業項目②、技術者項目⑦）については、

原則、過去１０年間とする。 

（４） 企業の優良工事の受賞の「部長表彰」については、「群馬県建設工事表彰要綱」における部

長等表彰及び特別表彰を対象とし、部長等表彰とは、環境森林部長表彰、農政部長表彰、県土

整備部長表彰、企業管理者表彰、病院管理者表彰及び教育長表彰等を言う。 

「所長表彰」については、「群馬県建設工事表彰要綱」における所長等表彰を対象とする。 

※部長・所長表彰の対象は、工事種別や地域要件により、必要に応じて選定できるものとす

る。 

（５） 災害時等の地域貢献の緊急な出動には、管内一円業務によるものも含む。また、除雪作業に

は、凍結防止作業を含む。 

（６） 配置予定技術者の所有資格において、評価の対象となるＣＰＤは以下のものとする。 

・（社）全国土木施工管理技士会 

・（社）日本技術士会 

    該当する場合は、各会が発行する証明書の写しを添付すること。 

    この場合、証明書の証明日は、算定資料提出日より３ヶ月以内のものを有効とし、証明する

期間は証明日から過去１年間とする。 

 

６ 

ア １級あるいは２級土木施工管理技士 

イ １級あるいは２級建設機械施工技士 

ウ 技術士（以下の技術部門／選択科目のもの） 

技術部門 選択科目 

建設 特になし 

農業 農業土木 

森林 森林土木 

総合技術監理 建設 

農業－農業土木 

森林－森林土木 
 

 


